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象器中で培養し、ノープリウス幼生になるまで、毎日 1.5 ml エッペンチューブにサンプリングし
た。サンプリングした胚は、CaMg 欠如人工海水（0Ca0Mg-SW）で洗浄したのち、4% パラフォ
ルムアルデヒド溶液（4% PFA in 0Ca0Mg-SW）1ml を用いて、4℃で一晩固定した。固定した胚は、
2 回 CaMg 欠如人工海水で洗浄後、さらに 2 回 PBS で洗浄し、防腐剤である ProClin150 (Sigma)
を 1/1000 入れた PBS 中に、4℃で染色するまで保存した。 
 
顕微鏡撮影 
固定した胚は、マウントと染色を同時に行う試薬である Slowfade DIAMOND antifade mountant 
with DAPI (Thermo Fisher)を用いて、両面テープで厚さを調節したスライドガラス上にマウントし、







寄生性フジツボ Rhizocephala sp. OGA については、ほぼ 2 週間ごとに定期的に、ノープリウス
幼生の孵出が起こり、受精は 4～5 日目と推測されている（桑原、2017 修士論文）。そこで、イソ
ガニフクロムシも同様と考え、孵出後 4～5 日目に解剖することで、外套腔内の受精卵（胚）を採
取することができた。一方、アカフジツボでは、餌を十分与えた飼育環境下、受精・発生がある程
度、定期的に起こると推測し、8 月 10 日に 18 個体、9 月 21 日に 30 個体、10 月 3 日に 8 個体、





A は顕微鏡像（微分干渉像）で、B は核の分布（DAPI 染色像）である。2 細胞から 2 日経つと（2d）、





























 アカフジツボでは 84 個体解剖し、3 個体でしか卵塊が見られなかった。また、それらの卵塊中
の胚は、受精直後ではなく原腸陥入後のものであった。そこで、イソガニフクロムシと比較しやす
いノープリウス幼生になる直前の 3 日間の胚発生の様子を図 3 に示す。A は顕微鏡像（微分干渉像）
で、B は核の分布（DAPI 染色像）である。9 月 21 日にサンプリングされた胚は、イソガニフクロ
ムシと異なり、前部中央付近に脂肪顆粒が見られ、後部に胸肢の発達する空間を開けているように
見える。9 月 22 日になると、周辺に長い脚がはっきり見えるようになり、9 月 23 日にはほぼノー
プリウス幼生の形態になった。9 月 24 日になると、遊泳していた。1 回目の脱皮は孵出数時間でお















図 2．イソガニフクロムシの発生。A: 光学顕微鏡像（微分干渉像）。 
B: 蛍光顕微鏡像（DAPI 染色による核の分布） 
図 3．アカフジツボの発生（器官形成期からノープリウス幼生まで）。A: 光学
顕微鏡像（微分干渉像）。B: 蛍光顕微鏡像（DAPI 染色による核の分布） 
４．イソガニフクロムシとアカフジツボのノープリウス幼生の違い 
 図 4 にイソガニフクロムシ(A)とアカフジツボ(B)のノープリウス幼生の光学顕微鏡でみた形態









































ス幼生の比較。1: 光学顕微鏡像（微分干渉像）。2: 蛍光顕微鏡像（DAPI 染色
による核の分布）。A1 と B1 における緑の矢印は卵黄（脂肪顆粒）の位置。 
A2 と B2 における黄色矢印は消化器系の有無。 
